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A Study of Learners' Literary Creation in “Jugendgedenken” 
by Hermann Hesse




































































































































































































































































































































































































































































武蔵野教育学論集　第 11 号 「少年の日の思い出」における「書きつぎ」学習の可能性（初谷）
の気持ちをとらえることが重要であろう。
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まずαの観点から B4 についてとらえる。B4 については、少年「僕」の気持ちの推移をとらえ
ることが重要である。B4の最初の語りでは「それが見られるときの来るのが待ちきれなくなった」
となっているが、不在であるエーミールの部屋に入る場面では「せめて例のちょうを見たい」と
表現されている。「せめて例のちょうをみたい」の「せめて」は最小限の希望を表す語であるが、
最小限ではない希望とは何であろうか。これらの気持ちの表現は、大人になった「客」として回
想しているという前提はあるが、作品全体を解釈するにあたり、考えるべき重要な点であろう。
エーミールの部屋に入ったあと、「僕」は展翅板に載せられたクジャクヤママユを発見する。クジャ
クヤママユを見て感じる「逆らいがたい欲望」は、導入部B1の蝶収集に関する語りの内容と重なる。
その後、女中に遭遇する場面において、「僕」は我に返る。ここでは「自分は盗みをした、下劣
なやつだということを悟った」ということのほかに、「同時に見つかりはしないか、という恐ろ
しい不安」をとらえることが重要であろう。なぜならば、その後の「僕は、この蝶をもっている
ことはできない…（引用者中略）…元に返して、できるなら何事もなかったようにしておかなけ
ればならない」という気持ちとそれに基づく行動に繋がっていくからである。そしてポケットに
隠した蝶が潰れてしまっていた場面に至っては、「盗みをしたという気持ちより、自分がつぶし
てしまった、美しい、珍しいちょうを見ていることのほうが、僕の心を苦しめた」という「僕」
「少年の日の思い出」における「書きつぎ」学習の可能性（初谷）
